
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No214

【予習動画】ウェルビーイングの理論的解説と実践を見る視座

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています

（電通育英会主催「リーダー育英塾カンファレンス2023」 ）



・日時：2023年11月12日(日)
10:00-12:30（オンライン）

・参加定員：200名程度

・カンファレンステーマ：

「ウェルビーイングを
目指す組織づくり－個
人としての幸せ、組織
人としての幸せ－」



プログラム

・趣旨「ウェルビーイングとは」（溝上慎一）

・基調講演１「自己対話から始まる組織づくり」（小巻亜矢氏）

・基調講演２「脱・後回し習慣～この指止まれプロジェクトで働き方が変わる」
（住田昌治氏）
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ウェルビーイングとは、主観的に良しと評価する「自身のライフ」を過ご
している状態である

（溝上の定義）

[

文

献] ・溝上慎一 (近刊) ウェルビーイング―自身のライフ構築を目指して－ 東信堂

アリストテレスは『ニコマコス倫理学』で、「よく活動すること（Doing well）」「よく生きること（Living 
well）」の結果として感じられる幸福を論じた（＝幸福・エウダイモニア論）。
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ウェルビーイング＝幸福ではない

[

文

献] ・OECD (2013). OECD Guidelines on measuring subjective well-being. Paris ; OECD Publishing. 

OECD（2013）のウェルビーイングモデル
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[

文

献]

・Diener, E., Suh, E. M., Lucas, R. E., & Smith, H. L. (1999). Subjective well-being: Three decades of 
progress. Psychological Bulletin, 125(2), 276-302.

ディエナーのウェルビーイングモデル
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・1986年から３年にわたってなされたアメリカ・カリフォルニア州の自
尊感情プロジェクトの過ちを繰り返すな（＝自尊感情神話）

[

文

献] ・中間玲子 (編) (2016). 自尊感情の心理学－理解を深める「取扱説明書」－ 金子書房

・ウェルビーイングが高い社員は生産性が高い？

世の中での危ういウェルビーイングの用いられ方
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文部科学省『次期教育振興基本計画について （答申）』（2023年3月8日）

○ ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的
な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福を含むもので
ある。また、個人のみならず、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であ
ることを含む包括的な概念である。

POIN
T

・身体的・精神的・社会的に良い状態

・日々の生活から人生までの幸福を対象とする

・個人の良い状態だけでなく、地域・社会の良い
状態をも対象とする

WHO（世界保健機関）憲章（1948）に
おける「健康（health）」の定義

日本社会に根ざしたウェルビーイングの向上



プログラム

・趣旨「ウェルビーイングとは」（溝上慎一）

・基調講演１「自己対話から始まる組織づくり」（小巻亜矢氏）

・基調講演２「脱・後回し習慣～この指止まれプロジェクトで働き方が変わる」
（住田昌治氏）




